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写真資料は「百聞は一見にしかず」とい

われるように、事柄をある一面で如実に

物語ってくれる。この写真集は、緑図書

館で所蔵する写真の目録（カタログ） を

果すもので、紙数の関係で掲載できなか

ったものも幾分あるが、錦絵類の写真を

除いて、幕末．明治以後から昭和30年代

のものを収録した。しかし、終戦前後の

写真が少なく、そのことが残念といえる。

今後のご協力をお願いしたい。写真収集

に、ご協力ねがった方々に改めてお礼申

しあげたい。緑図書館所蔵写真の利用の

手引に、 また墨田のよってきたった様子

をみていただければ幸いである。
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1両国橋

~

明暦の大火後の

）で、その後、

最初の架橋は、

万治2年（1659

火災・水害で数多く架けかえら

れ、最後の木橋は明治8年12月

であった。

明治8年12月

－1

』

蕊魂
， ，五■麗垂毒2両国橋

… 劃仔＊点嘩…
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乏垂室勺
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． 空

一

ー

gg

璽訟
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＝
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『
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毛小名木川外輪船永島丸がみえ、
■

一
●】■

つたわって銚子を通り江戸川を 牢窪

鰯四

テタ画

で運航されていた。方面ま 挙一
P

明治35年頃

3両国橋

『

ﾜー

｢~､観隙翻薊
必 ウ

ザ
JEr宝

綱リ1

－

._識

や

型職
～

テ

かわって、鉄橋

吊橋に属する、

あ‐』た。

明治37年木橋に

が架けられた。

いわゆる鎧橋で
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一銭蒸気船は、明治18年八丁堀

中之橋と千住大橋との間を5区

に分け、 1区1銭で営業してい

た。また明治39年隅田川汽船会

社が吾妻橋から永代橋までの往

復路線を開設してもいた。
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9震災の被害を蒙つた両国橋

『

橘の｜流側の欄かんの被害が大

きか‐ﾉた、柳橋を望む。
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10両国橋

震災により、欄かんが仮のもの

になっている。

昭和初卿］

11両国橋

震災記念堂（現東京都慰霊堂）

が建築中である。

昭和5年
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12両国橋

震災後、昭和7年になって、現

在の橋が完成した。

昭和7fr
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’ 16両国回向院門前

’

相撲幟りがみられ寛政3年（17

91）より大相撲本場所となり、

明治42年には南側から本堂東北

の空地に国技館が建設された。

明治30年頃

17両国回向院

明暦3年（1657）の大火により、

江戸の過半が焼失し、死者は10

万人を超えた。この大火の焼死

者などを集めて、埋葬し塚を築

き回向したのが、回向院の始ま

りである。相撲幟りがにぎやか。

明治30年頃

18両国回向院
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19建設中の両国旧国技館

h■

明治41年10月起工、42年5月竣

工した。

設計辰野金吾氏

直径200尺、 高さ 80尺。
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開航後21111 IIのlｻl治43年1H14

1 1からマス席が附設された。
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22両国国技館
癖

明治45年

｢東京名勝図絵」より

23両国国技館

回向院境内からみる

明治45年頃

24両国国技館

l''1向院境内からみる
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25両国国技館

明治末年
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26両国国技館
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手前になまこ壁の建物が造くら

れた。

大正初年 一

27両国国技館
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28両国国技館
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明治42年竣工するが、大正6年

11月29日焼失し､ 8年11月に再

完成される。そして、震災。
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29被災した国技館

関東大震災直後で、両国橋際か

ら望む。

大正12年91 1

30両国国技館

I:if建では、 ノ蕊l:の塔・ ﾉ苓根の換

気窓・階段部分の塔なとゞが故た

まり、挫物のl l安とな〃ている。
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32両国国技館

昭系117年

r大東京都市写真ll',1i」より

33両国国技館
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34両国国技館
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35戦災で焼野原となった両国

界隈

両国駅の南側に少しだけ焼け残

った家々がみえ、国技館・両国

小学校が目立っていゐ。
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37メモリアル･ホールとされた

国技館

本所公会堂・同愛病院など区内

主要建物のいくつかが進駐軍に

接収された。国技館は娯楽場と

して接収された。

昭和23年頃

38国際スタジアム(旧国技館）

旧国技館が、進駐軍に接収され、

解除後（27.3）は、東洋一のロ

ーラースケー|､場としてお目見

えした。

昭和30年

39両国橋界隈(航空写真）
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40両国橋停車場（現両国駅）

0

明治37年4月本所停車場(現錦

糸町）から、両国橋まで延長さ

れた。

明治40年頃

41両国橋停車場（現両国駅）
ゆ。

-銀

明治40年に総武鉄道株式会社か

ら国有鉄道となり、昭和6年に

両国駅と改名され、翌7年お茶

の水まで延長される。
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43両国駅前
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46両国百本杭

罰

隅田ﾉ1 lが大きくカーブするとこ

ろに、その流水を弱めるため杭

を沢山打ちこんだものであろう。

1
今一一
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明治40年代

47両国百本杭

現在の総武線のガード附近と思
われる。
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49水練場
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＆．＝50－シ目弁天の岩窟（江島杉

山神社）

関東大震災後の風景で、元禄時

代杉山検校が江の島の弁才天を

まつったものである。

昭和6年

51千才河岸石材置場
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52本所区役所相生町時代(現緑

1 －11）

K

本所区役所は明治11年11月本所
元町に開庁し、20年5月、相生
町5丁目34番に移転する。そし

て、明治44年12月、また、南割

下水（現緑公園）に移転し震災
を受ける。

明治30年頃
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53両国日活
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55亀沢町交差点（現緑1丁目

交差点）
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右角に安田銀行（現富士銀行）

がみえる。国技館(現日大講堂）

も遠くにみえる。
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56終戦直後の都電

23番線（柳島～月島）のように

みえ、終戦後では深川の平野町

あたり、 3月10日前では本所と

偶われる。

(昭和20年前後）
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58東武鉄道株式会社（本所横

網町）
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59陸軍被服本廠（本所被服廠）
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〈関東大震災）
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61本所被服廠跡における惨状

（関東大震災）

~~ ~

0

＝

大正12年9月

62本所被服廠跡の惨状

ここだけで3万8000人の人が焼

死した。

大正12年9月

63大震災の災害を受けた安田

邸の庭（現安田庭園）
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64陀火にふされた被服廠跡の被

災者の遺骨の山

大箙12年9月

65遺骨の山を拝む人々

ﾉ<正12年911

66本所被服廠跡につくられた

納骨堂 I ！
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被服廠跡につくられた納骨

堂におまいりする人々

配
吋
陛

67

大正12年

建設中の震災記念堂（現都

'慰零堂）

68

■

■

二

■

・

‐

''8和2年11月に起工し、 5年9

月1日に完成した。

昭和4年

69関東大震災の惨状
画

現錦糸町1駅ﾉﾌ面から両国方向を

望む．総武線。
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70江東青果市場

震災後、中之郷竹町・一之橋．

四之橋・浜町の青物市場を集め

て、開設された。

昭和4年

71本所高等小学校

（現両国中学校の場所）

昭服li4年

72新しく架橋された蔵前橋
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73進駐軍に接収されていた同

愛病院

目一一
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昭和30年10月に解除された。

昭和26年 〃

74厩橋
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FW

橋のプレートが「うまやはし」と

みえるので、本所側である。明

治34年鉄橋となった。
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明治40年頃

75両国の花火

戦後煙活した花火も交通・火災

ｽ､l･策k、 II"l136年でその蕪をIMI

した， しかし、肌膜を縮小し I3

流で．、 II"l 153ff州冊1,~

II{{*ll36fl
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明治40年頃 ＝一己 一一グー ＝ロ

77厩橋附近の惨状(関東大震災）

浅草側からみる。

大正12年9)1

78 j謝喬
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愚〃
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震災後新しく架けられたもの、

l1ｲ州14年211完成
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79厩橋

浅草側から、本所方面を望む。

昭和10年頃

80厩橋

砦

ライオン歯みがきの建物をみる。
一言〒

昭和26年12月

81第2回アジア競技大会の聖火

〆lﾉﾘ通過にあたり、 ｜え役所ﾙｩで

受渡しがおこなわれた，

II/{#ll33ff511
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83本所尋常小学校(現竪川中

学校）
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戦後廃校となり、竪川中学校と

なった。跡地に新校舎が建って

いる。
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健一=ー85南割下水
■
１
日
句
ロ
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毎
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震災後の昭和2年に埋立てられ、

暗渠となる。江東市場前の広い

通りである。

明治41年頃
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明治43年の大洪水で、判ド水も

水のドとなってしまった。
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87江東病院

II 1 1,fi ._"l111.35貯地のI*ili;ll l<4<に

|AI I‐でいた

IIjlifi4()年ぱI

29



弓
88寿座（歌舞伎）

－－

明治6年、深川八I幡門前に辰巳

座として開場予定が変り、 9年

に緑町5丁目に常盤座として開

かれ、 ’0年寿座となる。’4年相

生町5丁目に移り、 31年緑2丁

目になり、戦災まで続いた。戦

災頃は寿劇場とよんでいた。

也一

画
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１
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明治41年

89強制疎開
空

火除地等を作るために強制立退

きを命ぜられるところも多かっ

た。緑町か寺島町といわれてい

る一枚である。

昭和19年頃

9o東京市本所区役所

I～

明梢44年1211、 州を|g111]~5 1~FI

(現・緑1 ）から移!'砿した。現在

の緑公|割の地で、 I櫛引ド水に面

していた。震災によし)樅網にI:啄

峻移転する
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１
１
１
１
１
１
Ｎ
■

博克望
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91野見宿祢神社

維新後、津軽家上屋敷が上地さ

れその跡の一部に明治18年、相

撲の本場所に近いので、相撲の

神様といわれる野見宿祢をまつ

ったものである。

明治41年

92亀沢総武線ガード下の壷退き

一一一二鯵争

塵IIｲ緋ll37fl
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93本所三シ目逼り総武線ガー

ド附近
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95本所割下水附近
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97日進尋常小学校

現在の家庭センターの場所にあ

った。戦後廃校となった。

I
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昭和4年 凸
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」木賃宿や長屋が集まっていた。 ー一 1－－－－r主二一室一‐ ■

99戦後の学校住宅

職災を受けた．戦校が、集I州硴宅

として使用されていた。だいぶ

り|払ノた跡にみえる《，

II｛抑ll28fi;ﾋiI

！
33

豚



－－

100本所停車場(現錦糸町駅） ・・

宵幸一

１

１
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鐸“推挙.･壼当･登

雛零
齢

認 毒…詮

明治27年、市川．佐倉間が開通

し、同年12月に市川・本所間が

開通した。駅は大横川寄りにあ

った。
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毎
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唾＝明治41年

｢東京名所図絵｣より

ダ
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101東京府立第三中学校(現両

国高校）
JL
J

●

マ

… 、
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Ｏ 』M

溌砿
明治34年、築地の府立一中分校

を三中と改称し、 35年2月本所

柳原1丁目（現在地）に移転し

た。震災により、昭和2年再建。

25年両国高等学校と改称。

＆麺霧
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同
胞
咽

０

１

１

０ h

ﾄシ

ザー

102府立三中（現両国高)より
総武線を望む

現在の京葉道路をみおろし、総

武線を望む。

Ⅱ｛{､ﾄlI7fl：
1人東京'勺:"IIIIi ,より
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103府立三中より錦糸町駅を望

む

昭和7年

｢大東京写真帖｣より

104錦糸町の花電車

現在の京葉道路都電車庫跡前あ

たりと思われ、震災後の建物の

ようにみえるので、天皇(昭和）

即位の花電車であろうか。

昭和1年

105錦糸町駅前 １
１

I

竺一 一

駅前を少し横に入ったところは、

ゴンクリ建ての建物が並びだし

た。江東楽犬地の映剛館がみえ

る〕
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■106錦糸町映画街 L
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--.劃宇一＝一~ 一山

ジョン・フォード監督の「駅馬

車」が封切られてる。入場料80

円であった。
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昭和32年頃

~

107錦糸町駅前

ヘ

駅前の最後のバラック建ても立

退き、バス・ターミナルになったc

昭ﾎ''32年

108長崎橋より中之橋を望む

P

i［束｢fi場前の鼬沢の広い道（か

-》てのI杓驚llf水）が、大樅川に

架かる長'崎楠から錦糸llll. l､上架か

る{| '之橘を蛸寸‘‘

||｛{,ﾄll32il
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’ 109陸軍の糧秣本廠(錦糸堀）

現在の錦糸町駅の北側と四ツ目

通りの先右側にあり、陸軍の食

糧倉庫となっていた。

’ 明治41年

｢東京名所図絵｣より
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110錦糸堀
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錦糸町駅の北側に東西につなが

っていた堀で、岸堀がなまった

とか、琴糸を作っていたからと

も、朝日・夕日がキラキラ輝く

堀からともいう。本所七不思議

の「おいてけ堀_l ともいわれる。

函壷涛
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Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅷ
Ⅱ
Ｉ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
咽
旧
旧
旧
Ｉ
。

狸災後の郁市i訓伽で、モダーン

な公|点|としてIM!没された。
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112精工舎正門

明治25年、本所石原町に時計工

場を設けたが、動力許可の問題

で、 26年太平町（現在地）に移

転した。

一＝__△-一三一. －

明治30年頃
ーー■■

113精工舎

懐中時計の組立作業で、明治28

年わが国最初のものを製作した。

明治36年

｢稲工舎史話｣より

114戦後に建てられた都営バラ

ック
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115本所病院（現墨東病院）

型
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認
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色

勇

明治12年、 コレラ流行の際開院

した避病院で、その後閉鎖・開

院をくりかえし、昭和6年震災

復興事業として整備され、戦後

墨東病院として現在に及んでい
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墨田区最東南の横十間川に架る

橘で、本所開拓の万治2年（16

63）の創架であるが、寛文3年

（1663)鼈戸天神のお旅所が近く
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’118江東橋1丁目附近の材木店

偽

a

’ 竪川・大樅川筋は木場として、

材木店が好を並べていた。

一

昭ﾄl115fl2
｢木場_,より

119菊川2丁目附近の材木店
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121宮田製銃所（宮田自転車）

木挽町より明治23年4月、菊川

町2丁目52番に移転し外国人の

自転車を修理したことから、自

転車製作を始めた。

明治30年

｢富田製作所七-l-年史」より

122中和小学校 生~
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墨田区の公立小学校は、明治6

年、須崎村に牛島小学校が、次

いで7年2月に中和小学校が創

設され、牛島小学校なき今、最
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124東駒形通り

現在の清澄通り、本所保健所の

方向を望むものであろうか。
~
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125明徳尋常小学校
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戦後廃校となり、本所中学校と
なった。
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127墨田公共職業安定所

昭和26年、東駒形4丁目に、本

田公共職業安定所東駒形分室と

して開設され、昭和29年4月に

隣りに庁舎を新築し墨田公共職

業安定所と改称した。

’昭和32年

128吾妻橋

安永3年（1773）浅草花川戸の

民間人を中心に架設され、橋銭

をとっていた。大川橋と呼ぶが

俗称の東橋（あづまぱし）が使

われ、明治28年から正式名とな

つた。

明治初年

129吾妻橋
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このところには、竹1111.の渡しか

あり、本所中之郷竹lllyと浅草'‘《

地j伽iJ岸を結び、架橘後も続け

られていた◎安永のβ11架から、

破仙修即＊』多いか、改架だけで

#,水橘で､5111|に‘↓』及んだ
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13O吾妻橋

明治8年に、西洋型の木橋に改

架したものと思われるが、 18年

の洪水で千住大橋が流失しその

流木で吾妻橋も流失した。竹町

の青物河岸から浅草をみる。

Iﾘ1治初年

131吾妻橋
ザ

塵‘

明治18年（1885） 7月の洪水に

より流失したのを機会に、ピン

結合のプラツト ． トラスト型式
の鎧橋として、明治21年架け換
えられた。

llj:"40年頭

I132吾妻橋
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1.7ビールエ場がみえるので、 II):1
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133吾妻橋

メリ
ク●~

錨
~

割

この鎧橋である鉄橋は明治21年

に架橋され、大正13年の関東大

震災による被害を蒙って、大正

14年現在の橋の工事に着手する。

明治40年頃

134吾妻橋

橋の右手に電話ボックスがあり、

左手に交番があった。

明治45年

｢東京名勝M絵｣より

135関東大震災の被害にあった
吾妻橋

IzIiijの曲･ノた路線は｢li竃の線路

で. 、 イiいみえるのが課舞ｲ滞で､あ

る

ﾉ<llil3イド91 1
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136関東大震災の被害にあった

吾妻橋

吾妻橋は歩道の部分が大破した

が、一般車道部分は通行可能で

あった。

大正13年9月

(鯖六六1．の京東大）露讓 聾
AZUMABRlDGETC'137吾妻橋 戸

KYO

~

、
名
訓課ト

、■

●

￥ 一1

?垂

’ 》
蝿

大震災後の修理をほどこした吾

妻橋で、歩道の部分が板で補わ

れている。墨田区側から浅草を
熱

みる。

1 － －忽雨~ 、

－_＝klE14年上貞

138浩養園（現アサヒ。ビール

吾妻橋工場）

幻攻年間、水恥f,1世､成によ）て築
造された橘'刺で、幕末には佐竹
家のキ,のとな ）ぐいたが、 ’ﾘ'汁i
33<|:.1:L111兇ビール束'j"> |脇がー
･に!我､‘ﾉ･さオ’た~
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139サッポロビール本所吾妻橋

工場
､

の

一

私

一一雷埜L穐謎
可RE

一

達畠
』一

一

明治33年に浩養園の場所に工場

を建設しその後拡張を続けてい

った。この写真は正月の初荷風

ロ､11
～＝

函
側
胴
聯
鱗
晶
が
寺

_医L
牙ミ○

IW治40年頃

14O吾妻橋サッポロビール工場

附近

明治43年8月の大水の写真で、

隅田川沿いの道である。

明治43年8月

~

141浅草上空から墨田方面を望

む
’

現在のアサヒビール工場がほと

んど|荷lじ規模になっている。 ｜弓

のﾉﾌの例:炎のようにみえる遮物

はI:lli,光公ﾈl蝋､Iz I脇で．ある‘，

II"#117ff

1人4Ci(6IIIIj 'Ij:"IIIIli , リケ）
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142大横川河岸

u△

下駄の材料であろうか、小さな

角材が高く種まれている。

明治41年

｢東京名所l叉l"｣より

7

143法恩寺橋通り

現在の蔽前橘通りで、左に橋が

みえる。震災前の本所の町並が

うかがわれる。

|りlifi40fl北貞

144霊山寺

ﾉ亡禄ﾉcfr． （1688）浅草から移一 ，
たf,の6，柳. l :宗~関東l ･八州
林‘ﾉ)ひと‐ ）（ ．＊‘な ノていた、法
恩､!『に（~火､ifで､あ~ ，/･二

AE I|]() il:ul 18ヤ
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145帝国大学セツルメント

大正12年11月、旧横川橋4－7

(現、横川4－12)に、同大学救

謹団が大震災に際し組織され、

恒久施設化された。昭和13年頃

まで続いた。

昭和10年頃

146本所天神橋通り
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巷憾現在の蔵前通りの太平4．1~|引あ

たりであろうか。明治43年8月

の大洪水。
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147柳島妙見門前

樅｜･間川に面して法'性寺MIjち柳

II;ﾙ妙兇である｡江ノ i城の鬼IIIjzk

けとして樅力･れた妙兇'唯の儒仰

"II'/iカノた
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148柳島妙見社前

横-1一間ﾉl lをはさんだ妙兄堂の対

岸から妙見と料亭橋本・柳島楠

を望んでいる。

ノ<正8年
｢束求名勝IxI絵」より

7

149震災後の柳島妙見

関東大震災によって焼失し、本

格的な復興に至っていない頃の

写真である。

l1/"116年

150料亭橋本
鼬認一
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151北十間川

墨田の川すじには染物屋なども

多く、田園風景を残していた。

川中で洗濯などするところも多

かつた。

lﾘl治40年頃

152押上。業平附近の航空写真

関東大震災前の抑'2界隈の写真

で、京成線と現在の業平が終点

であ=ﾉた東武線がみえる。

ﾉ<l1mil

153京成電車本社

ijiMI1iiリノ.1111 1 ~〃ノル(IjlZ",,li1Mxl<|:
ll/{#II 18iliti'
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154京成押上駅

バラック建の駅正面。

昭和32年 ” 8

7

155京成押上駅ホーム …
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156京成押上駅
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157押上を通るトロリーバス

都内初のトロリーバスが今井

業平・上野公園間で開通した。

昭和43年10月廃止。

昭和27年

ｳﾔ ﾛ

158業平橋附近の都電とトロリ Ｊ
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昭和32fl

159小梅瓦町瓦焼場

寺

墨電

・曳ﾉil･川禍い

’~'1之郷j,L町、

橘･#,みられた

北｜冊川・人械川

に(,kjL焼賜か．多く

|;jiil 1 _1･I川なルのI111

lﾘ|"i4()il: l:il
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160曳舟川

本所上水として開削されたもの

であったが、はやく廃止となり、

岸で綱を引く舟便の川となった、

北十間川から少し入った、現在

の言間橋に通じる八反目橋を望

んでいる。

大正8年

｢東京名勝1文I絵」より

ツ

161曳舟川

戦後の汚れた曳舟l11と丸太でつ

くろわれている八反I I橘、先方
は庚申塚橋である。

11ｲ僻l125年噸

162埋立てられた曳舟川
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163常泉寺山門

常泉寺は旧水戸邸の東隣りに寺

領30石を有する徳川家ゆかりの

寺院であった。

’明治40年頃

164常泉寺十返の松

0 里

識や~翻紬聾酎
｡

I

日

~

． ｡、 浄・

鰯， 『‘も
囚

地面にはうように広く拡がった

この松は、 この地域の秋葉神社

・柳島妙見・蓮花寺の松などと

共に高名であった。碑は「漢張

仲景先生碑」である。
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Iﾘl治40年頃

165都電向島線最後の日（向島

2丁目附近）

ll"II6fl;3j1に、呪,/i;のｲ寵所燕

舞椛から向ﾊﾙまで延長され、更

に25fl;.1211"'l;bl玄小路まで通じ

たが、 44年101 1261 1 , 30系統向

'liﾙ線は廃II:された』

ll"II44il: 101 1261 1

忌日



~~ ~

166曳舟川

小梅附近の曳舟川といわれてい

る写真であるが、少し田園の感

が強い。

明治初年

勺

167曳舟通り向島3丁目附近

本所消防署小梅出張所の火の見

櫓から曳舟通り同潤会アパート

を望む。

IIｲﾙﾄ1132fl

168牛島小学校

露菫
現在の区内では初めて､明治6
ff2月須崎村に、墨水'挙校( I:

手ﾄ学依) を引き継いで牛島小
~張校として剣､虻した。 IIW1121fr
3））'|､'"l篭眠'学校として廃校と
を ）た‘ その後部､ｿ:本所I剛:炎と
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169高木神社

旧請地・新田の産神で、第六天

の通称で呼ばれていた。戦災を

受けなかったが、本殿を改築し

ている。

明治40年頃

170秋葉神社

向島の都電終点の頃は大いちよ

うが目印であった秋葉神社も、

現在は小じんまりとしてしまっ

た。江戸時代は松・紅葉の名所

にもなる地であった。江戸城大

奥の信仰が厚かった。

明治40年噸

171秋葉神社の松

秋葉神社の境内は陸<料理屋も

店を披くていた◎この松は「干

葉の松」 （秋葉神社は旧T･"l 1

洲〃岬とい- 〃た） といわれてぃ

／

Iりl"140fl~~I:il
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172曳舟川通り （秋葉神社裏）

大正8年頃の秋葉神社裏、曳ﾙ｝

通りのたたずまい。

大正8年

｢來京名勝|叉l絵」より

’
I

子

173向島市場前

左にみえる向烏｢|丁場はI1M114年

3月、旧向島請地179番に開I没

された。秋葉神社の東隣りで、

現在の水ノ i街道に而していた。

II",ﾄ116年“

174東武線曳舟駅
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175曳舟川埋立工事 1
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東武線曳舟駅前あたり、「墨田文

映」があった。

昭和29年
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地蔵坂通りが曳舟川に架る橋を

鶴土手橋と呼んでいた。かって

は鶴も遊ぶ地であったのだろう。 D B＠
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178鳥井陶器製造所（鳥居白レ

ンガ）

墨堤下に製陶工場を起した鳥居

京山の後をつぎ、明治40年鳥居

庄衛門が、寺島村曳舟川畔（現

在の明治通り角）に耐火レンガ

新工場を建設した。

明治末年
提供・鳥井匡氏

ト

179烏井工場（烏居白レンガ）

~点Ⅷ基
一

DUN F

現在もタイル塀の一部と少し明

治通り側に移動したタイルの家

が残っている。遠くに田浦がみ

~｡

錘

＝一

３

○

る二

つ

~ 号

も

冬
そ
り

号

令

号
各
各

号

号

令
そ
分

号

令

せ
そ
十

昭和初期
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180枕橋の渡し（山之宿の渡し） ~ ’
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181枕橋から料亭八百松と浅草

を望む

己

一
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水神の八百松の支店として明治

3年新築したものと伝える。
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明治30年頃 壷壺1

182枕橋より料亭八百松と浅草
方面を望む

漣

凸

鰐
手前の船の積荷はお米であろう

か、浅草の観音様の本堂・五重

塔・十二階などがみえる。

明治40年頃

183枕橋から八百松。浅草を望

む

お花兄の上り〔なので、枕摘の|: ;*,、

ﾙﾊの｜･も人々で･ I ．きゞわ='ている。
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184東武線隅田公園駅（臨時）

より枕橋、松屋を望む

4

昭和6年に浅草駅（現業平橋）

から雷門まで高架延長した。枕

橋も昭和4年にコンクリートと

なった。
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昭和7年
｢大東京都市写真帖｣より 匹一 ~~~~~~~~~

~

185浅草松屋より隅田公園方向

を望む

まだ北十間川の水門も、高速道

路もなく、石炭を搬ぷ蒸気船の

煙突を橋にぶつからないように

斜にしているのがわかる。

II"1128fi;

186枕橋水戸邸入口

枕楠は北l ･lW11 1 (源森川） に架

るものと水ﾉ~ f邸に入る人堀に架

る 。､ 〉の橋を指して 。.つ､itぶ枕

にみたて、枕橘とl呼んだと低え

る 水ノ i邸内のi'lを館がみえる，
llj賊4()il ~北(!
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187水戸邸

元禄6年（1693）浜町から移さ

れた水戸徳川家の下屋敷で、関

東大震災後、公園となった。

明治40年頃

188水戸邸玄関に勢ぞろいした

町内神輿

牛島神社か三囲神社の祭礼で神

輿を水戸邸にくりこみ記念撮影

したもの。

大正期

提供｢魚さい」

189隅田川舟遊び
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遍190墨田堤

隅田堤は太田道潅が築いたとい

い、あるいは天正2年（1574）

とも慶長年中ともいって、 さだ

かでない。牛島神社の常夜燈が

藤

みえる。
ゴ 』

明治10年頃

4

191墨田堤の桜花

．も一

V ‘＝

・李． ニニq画一

墨田堤の桜は、徳川八代将軍吉

宗の時を始めとし、十一代家斉

が補植し、その後、文化年間に

朝川獣翁、佐原菊嶋なども増植
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堂
宮
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している。

明治30年頃

192墨田堤の茶店

-~.'ﾉ|:l神社の烏)1';と鵬堤に､iifぷ茶
l,ii 、縦｛ﾉ.)IIMI1が終･）た頃である
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193隅田川舟遊び

お花見の頃と思われ、墨田堤界

隈に舟がだいぶ集まっている。

屋形船に、渡し舟にも人がいっ

ぱいである。 ’
明治30年頃

194墨田堤竹屋の渡し 洞込輕
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Up

三囲神社の鳥居下と侍乳山下と

を結ぶ渡しで、為水春水「春色

梅児誉美」にも、こんど舟頭が

6人になったので、声を枯らし

て呼ばなくてもよくなったと述
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196墨田堤の桜と竹屋の渡し ，砂 罵
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大人 1銭
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197墨田堤竹屋の渡し
蝉

■

畦塗琴一~詞

江戸時代、対岸の待乳山下・山

谷堀に、竹屋・沢潟屋という船

宿があって、よく向島側からll¥

んだごとから渡しの名が起った。

明治40年頃

198墨田堤竹屋の渡し
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199待乳山の渡し（竹屋の渡し）

f~
■

罰
竺

一般に「竹屋の渡し」といわれ

て来ていたが、明治5年の渡船

場規定では「待乳山の渡し」に

なっていた。竹屋の渡しの浅草

側といえる。

明治40年頃

200墨田堤

鎌
諭

少

昼･一

ｰ

列函

職P徳腿蜘幾F懲盤2

識
ざ

4
℃も

察鞠豊熟
、1

一
吋
唖

瀞
繊

拳_曇
府

､

ー

樹‘》ぐ●
､､

頚
》

'蕊蒸冒］

鶴
っ①

蕊i鐘
３３

●口

一一

、b

、、

▲－

＊

ー｡

9
生

6

イ

識
竹屋の渡しを墨堤の上からみた

ところといえる。

炉▼

…;『幕
~~

6
、3

幸･覇
･‘錘

寺壷"毎"蕊獅§リ
■ー

『参黒
・津”

由

毒鹸。
識

獣騨一

ｰ

Iｻlifi40年頃 灘調
刃

墓葬1、

201墨田堤花見のにぎわい

〃将 ． ノ
１

４

１

、

』

一
●

恥《
守

戸
り ／

』夢
､〃

"醐臨、
U▲

『

鮒
、ロ

エ ･岳
1 ．f

鋤喉：

■

L

ヘー
ノ

『

魏基

蝋l『､猫訂具 〆勾

蕊
･b

L

Ln

1

＝1

I
、

併しのIf1.j: ･花兄客なと．が沢ll1

鮠ま ，ぐ蹄みかためられるよ．）

l . 、佗なと~を〃Iえたと'#"い）

"

ﾄ＃
珊

瑚
列

■ 4画

筆F1
璽

■b

1 1ﾉlrfi40ifi:(I

67

」



零句 j画黍』

獺 電島j孟・翁

蕊＝

202墨田堤花見の賑い

蕊
へ＝｡

難ざく三
、

鋲
塞落藻

Ｆ
も
、
も

＊劇
■甲on上

蕊』●
ユ

瀞弓
甘や

？▼■
~

pし
R蕊望饗

鑿
、、

、、

＝

桜の植樹は、天保．安政に坂田

三七郎が、弘化に宇田川徳兵衛

が、明治に入って、 7年普永機、

13年水戸家、 14年寺島村人、 16

年白鴎社の諸子がおこなってい
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203墨田堤の桜
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墨田堤の桜は、始めはいわゆる

墨田堤の部分に植えられ、牛島

堤（旧本所部分にあたる）は後
になってからで、明治13年には

じめて枕橋から木母寺までつな
がったものである。

明治45年
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205新し<なった墨田堤（隅田

公園）

ー‐

r一

大正の大震災のあと、堤を拡張

し、公園として整備した。昭和

6年3月23日完成。

昭和6年

｢－
’

~~~~~~~

206新し<架橋された言間橋と

隅田公園

言蝿
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勘 鞠言間橋は大正14年5月に着工し、

昭和3年2月完成した。 年．
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｢大東京写真帖｣より
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208隅田公園の花見

震災後整備された、隅田公園の

桜も見頃になった。

昭和10年頃

一 一～－

209隅田川蒸気船
、
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P 里
I 、

判

鐙司争
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'

隅田川の蒸気船は、銚子の方ま
で通った「通運丸」等を除けば、

明治18年、八丁堀・中之橋より

千住大橋まで、隅田川を往復す
る航路が開かれた。

II"II10年頃
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210－銭蒸気船内

明治の末に、隅l l l ll l1'iﾙﾊ会社が
評舞怖から永代補の間を、 「.庇
汗顔,胡ﾊ会社がi呼要補か13f･ii3
人ｲ;ISi淵をそれぞれ性鯉していた。
船|ﾉｿで.の物,ノゼリ＃,橘物であ）た。
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211隅田川船着場
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言間だんどの下あたりの船着場

と思われる。遠くにガスタンク

と白鬚橋がみえる。大正の地図
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214戦後の隅田公園

h一己 】

詮しり

〃
『

終戦の頃は隅田川は澄んで、隅

田公園からも「ぶつこみ」でせ

いごやまるたやおぼこなどが釣

れた。桜も排気ガスもなくよく

咲いた。

琴
》

１
１

昭和27年1月

215向島牛島神社附近

墨田堤下で牛島神社の鳥居がみ

える。明治43年の大水

明治43年811

216牛島神社

少
6

牛島神社は鶚|刑区内でもっとも
古い起､fをもち、本所総練守で、
社伝では、貞観2年（860） と
低えている．この写典はI I 1地で
堺仰の弘編年のうらあたりであ
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217牛島神社

かって隅田川は利根川の本流で

あり川口が石浜寺島と上流で、

牛の臥す形に似ているところか

らまた、放牛（牛の牧） されて

いたことから牛島と呼ばれた。

そこに古くから起かれた神社と

思われる。

大正初年か

218旧防空壕

’
震災後、水戸邸跡地に牛島神社

は移転するが、戦争中、牛島神

社の横、隅田公園にコンクリー

ト造りの上に土をかぶせた大き

な防空壕があった。

昭和40年頃

219三囲神社 冒一

げ中覗

」

!&111堤側から本殿奥祉をみた;t,

のであろうか - ！－
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220三囲神社
一勺
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文和年間（1353～55）土中より

白狐にまたがる神像を得、その

時白狐が現われてその像を三回

まわったところから三囲の名が

起ったと伝える。震災．戦災を

まぬがれた。
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221弘福寺
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'〈

fや

四

黄檗宗の禅寺で、 もとは善左衛

門村（現、墨田4）の小庵であ

ったが、延宝2年（1674）牛島

に移し、弘福寺とした。かって

森鴎外の墓もここにあった。
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明治40年
廷

222長命寺芭蕉堂

｜

’

’
宝暦年間、俳人祗徳の創建にな

るが、明治初年、梅笠が再興す

る。明治29年花火で焼失し、 さ

らに再建し、 ｜劉東大震災で失い

以後再建されなかった。

|り:1滴40年頃
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223長命寺

I

関東大震災で本堂、芭蕉堂共に

焼失した。震災後の本堂、石碑

類が目立つ。

昭和6年

'零224長命寺

寛永の頃、将軍家光が1麗狩にで

て急病となり、この寺の水で薬

を服用してたちまち快癒したの

で長命寺の号を賜わったと伝え

る。隅田川七福神弁才天を祠る。

昭和33年

225言問団子

言間団子は明治2年の創業と伝

え、現在地とほとんど変ってい

ない。土手下に船着場があった

ようである。
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226言問団子

／

茅葺の家に替わって建てられた

店で、中林悟竹ののれんが目立

つ。横では隅田川蒸気船の切符

を売っていた。百花園の立看板
もみえるが。

’１
１
１

明治30年頃

227言問団子
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明治11年、都鳥に擬して燈篭を

造り、 7月1日より30日間、数

百の都鳥の燈篭をともして、 ノl l

波に浮べ、水死者の供養とし、
流燈会と称した。

明治40年頃

228隅田川レガッター

明治17年、帝大ボートレースが

始めて隅田jllで行われたという。

明治20年川畔に帝大艇庫もつく

られ、商科大学、学習院等も艇

朧をつく＝〉ていた。

明論42年上虞
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229言問団子

I

関東大震災で焼失し、仮建築頃

の写真といえる。汽船のりぱと、

後方に大学の艇庫がみえる。

昭和5年頃

230言問団子
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建物と思われる。戦災で焼失し
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231商科大艇庫（現一橋大）
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=屍名

この商科大向島艇庫は昭和5年

に完成したもので、側面にへび

のからまる校章がレリーフにな

っていた。
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232小梅町附近の大水

墨田堤から小梅町の町並みをみ

るといえる。明治43年8月の洪

水。

明治43年8月１

Ｉ

233向島新小梅町附近

明治43年8月の大洪水の写真で

｢盆栽庭木苗木商観樹園」など

の外燈も読める。
’

明治43年8月

234向島須崎町附近

霧完謬り
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235向島和田邸海巣園

ー

向島和田邸海巣園に於ける鴎会

と解説にみえる。 j l ｛‘ 1■ ■

明治30年頃

236向島須崎町附近
P‐

ﾛ田0

篭
●

４

ｑ

呂

卓

Ｍ

ｒ

ｍ

心
些

明治43年の大洪水の写真の一枚

で、須崎町附近となっている。

立看板に-'一全舎大倉本店（大倉

牛乳）向島寺島村六百拾弐番地

g

。■

Ｐ

一
一

b一

■■

B－

凸

とみえる。
血

Iﾘ}治43年8月

237堤通り （旧墨堤）
u

rF

で

司

現在の銅像堀商速道路入｢1の少

し隅田公園寄りのところである。

まだ道路の拡張がおこなわれて

！‐『
0いない。

昭ｲll32fi
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238堤通り （墨堤）

皮革業の先覚者西村勝三の銅像

のあった、現在の高速道路入I_」

附近の写真である。このあたり

から江戸時代は古川という流れ

が十間橘の方に向っていた。

■

L…1 2号魚▲~乳.

●

画雪
｡

昭ﾎl132年

’

239旧大倉別邸入口

中野値翁邸跡を明治の政商とい

われた大倉喜八郎氏が別邸とし

たもので、 この写真の当時は料

亭になっていた。建物は船橘へ

ルスセンターヘ移築されたが。 ’昭和32年

’

240幸田露伴旧居（蝸牛庵） 、、
一

一

＜~
～

戸

１
１
１

蕗伴は｢~l鬚橋先の住友ベーークラ

イトの西側（旧賜場） と、 この

土手下の雨寓酒店の家とヒノデ

ワシ・ゴムの隣りの蕗伴公1割地

のそヶ所に11ﾐんだ。この建物は

明治村に移されている。
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241鳩の街

.

戦前は銘酒屋といい戦後は特飲

街とよばれていたが、この鳩の

街は戦後玉ノ井から別れて増え

たものである。 吉行淳之介の

｢原色の街｣の舞台にもなってい

る。

昭和27年

242向島授産場

一般の就労が困難な人達にその

場を提供するもので、昭和25年

都が東京都勤労補導協会から、

55年に都から区へ移管となった。

現在は鉄筋コンクリート建であ

る。 〆ー

｡’

覇
アざ

~

昭和32年 生 q吟Y ●

243寺島小学校運動会(現第一

寺島小学校）

村.立寺島小学校は明治12年に開

‘没された。現在の寺烏似I書館の

地で､ある。この写真は運動会の

風餓といわれている。

I Ijlifi43ｲリ
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244第一寺島小学校附近

一寺の屋上から西北の方向を望

んだものと思われる。左端の建

物が大倉別邸ではないだろうか。’
昭和10年頃か

’

’
245墨田川高校

戦後立てられた木浩嬢ての校舎。

昭和32年

１
１~ マ〆ヶ

246寺島大師橋
勝1

ｊ

■

■

■

Ⅱ

ｇ

８

Ｌ

Ｉ
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Ｊ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

日

■

■

日

日

■

■

Ⅱ

凸

９

地蔵坂通りから蓮花寺の方に入

った所に架=）ていた橋で、道標

らしいものもみえる。

IW7fi30年噸
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~
247寺島広小路附近（東向島広

小路）

向島消防署の火の見からみたも

ので、都電寺島2丁目終点や角

のおしるこ「だるま」の看板が

みえる。

昭和32年

248百花園

百花園の入口で、この写真は明

治の末のものだが、百花園は文

化元年（1804）町人佐原鞠鳩に

よって開かれた梅園である。

明治40年頃

249百花園

江戸の文化・文政の頃の町人文

化に根ざした風流稚味を、自分

たちのサロンとしてこの園につ

ぎこみ、つくりあげたものとい

える。国の名勝・史跡に指定さ

れている。

明治40年上頁
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250百花園

梅を中心としていた、め岻戸の

梅屋敷に対して、新梅崖敷とも

よばれた。江戸・東京の近郊行

楽地として杖をひく者も多かっ

た。

明治40年頃

’

’ 251百花園

'j､松虫・七草がゆ・虫はなち会

お月見などの行事もおこなわれ

た。池にせりだしたあずまﾉ茎に

かがり火をたき、 うちわがみえ

るので「虫はなち会」と忠われ

る。

IW治42年

252百花園

IIﾉI摘未ｨ’
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253百花園御成座敷
一切

江戸時代、将軍ら諸大名なども

来園することもあり、御成座敷

と呼ばれる建物があった。昭和

20年3月9日の戦災で焼失した。

昭和10年

｢東京古今図史」より

254百花園御成座敷

先の写真が冬の景色で、この写

真が夏の景色と思われる。梅と

草の庭なので、冬はさびしい。

昭和10年頃

255百花園

銅
割
瑚
‐
釧
州

明治40．43年と続く大水により、

梅は枯れ園は荒廃した。大正4

年寺島に住んでいた小倉石油社

長の小倉常吉氏が経営をそのま

まで譲り受け補修・旧紫維持に

つとめた。

II"1112fl
~
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256百花園

小倉常吉氏の死に際し、未亡人

のぷ氏より、昭和13年10月その

まま東京市に寄付された。この

写真は東京市に引継ぐための現

状写真と思われる。

昭和12年

｡

257百花園
~ 屯0

先の写真のあずまやの部分で、

だいぶ荒れている。

昭和12年

~

258百花園桑御殿

大正の博覧会につくられた、桑

材を使って建てられた座敬で、

l'~｢花1点1に移築されたものという。

戦後とりこわした。

昭ﾄlll2fl
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259百花園料亭「ちとせ」

現在の南西隅の児童公園のあた

りにあった。百花園が始め経営

していた料亭といわれる。

昭和12年

260百花園横通り （葬儀風景）

現在の新川屋酒店のあたりと思

われる。葬儀風策であろう。向

島薬局が反対側にあった。

昭和初年か

「 ．寺小筒年写真腰」より

261寺島の渡し

現在の地蔵坂上の入堀(平作堀）

からｲ濡場に通じていた渡しで、

！す間橘が架る頃まで'嵩･紫してぃ

ﾅ． ，

1I/{,ﾄllfﾉﾉｲI
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262墨田堤（墨堤）

言 、、
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｜霧■：b門

口
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陣
4F寮凍.ゞ‐ ざ

地蔵坂上の旧墨田堤の残ってい

る部分あたりで「ハンド・バッ

ク五月女」などとみえる。
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ー

4石刃
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昭和12年

師岡宏次「想い出の東京｣より

263白鬚附近の大水

‐

ー

Z垂金一

委吾
＝

旬
ざ
と明治43年8月 で

一
~

264白鬚神社

隅田川七福遊紀念として発行さ

れた絵ハガキの‐-枚である。旧

寺島の氏神で、橘千蔭の譜にな

る裏利2年（1802）の「''1鬚神

社縁起碑」などもある。 ー

－－～一
i1jlffi40f
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驫刈G1265白鬚神社 ＆

蕊
4
0

2

蒜
焔
禮

》
雲

一

Lｰ

リ

君

万一輝

ｸマ
置

６位

F二
■
斧

騨
ー

(J
字一

画-q～

蓬！ ●

●

４

．

幽

卦

垂
＆
鵬
腰
》

＝垂△誼、
1

『
■

L

1
凸

Pb

8

昭和6年 ﾛ

266白鬚神社 ざ

qF

｡

〆

~ P

｛

漁
刃

〆

｡可

I【
ロ

II

眼L

t

、X燭 P

ー

マイイ ▲
巳
日

昭和6年 h I

267白鬚神社
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268墨堤の桜

~
ー

~

法泉寺の横の道を土手にあがっ

たところ附近で、土手を横切っ

て進むと|ヨ鬚の渡し （橋場の渡

し）に出た。

鳶‘．＃

哩_.…ぜ、明治30年頃

269白鬚神社附近での労働者大
｜

’

－

＆《
云

明治34年4月3日、二六新報社

主催のもとに白鑛神社前の土手

外の野原で第--IIII労働者大懇親

会が開催された。

１
１

IW:l治34fl

270白鬚の渡しへの道

先の写真の墨堤を樅切るとこの

場面で、 ll-I 1:li ･畑中の道を進む

と渡しであ‐）た‘ヲ ‐|上側に小松島

遊園もある。

IIjlifi30年上負
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271白鬚の渡し（橋場の渡し）

詮

亀
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露
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壹鑿 雛，菟逵"灸』
毎．、、p～千4ヂ争・今,頚一一一

舟の発着場ともいえ、蒸気船の

船着場によなった。小松島遊園

のうらになっていた。
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琴
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･電置←全

銭大正末年
一一一■■
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－－～写

272白鬚橋

塁畠

大正2年にこの地域に橋がなく

不便なので株式会社組織にして、

着工し、大正3年5月から有料

橋として完成した。

1

一

大正3年 や～。 ・ぬ▲ ・堂も雪ざ盆皇凸鐙-詮・墨垂…
■

273木造時代の白鬚橋

大正3年から、大正14年に東京

府に移管されるまで有料であっ

た。

ﾉくIE10fl叱貞
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274木造時代の白鬚橋

一一
－一一一

－ー

１
１
１
’

大正末年

275白鬚橋を望む

I
I

P一一一･一.-

昭和3年鉄橋に架け換えられる

ことになり、同年9月着工し、

昭和6年6月完成した。

昭和6年

276白鬚橋から久保田鉄工所を

望む

昭和2年、隅田川製鉄所を買収

し、久保田鉄工隅田川工場とし

て鉄管をつく‐〕ていた。

昭和32年
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277京成白鬚駅 一

昭和3年、向島・長浦．玉ノ井

・白鬚間の1.3kmの白鬚線が開

通した。しかし営業不振で昭和

11年2月で廃止となった。

昭和11年2月

？遡患
278寺島小倉別邸

明治39年旧鍋島候の下屋敷を買

取り、そこに百花園の南隣りに

あった旧池田候の下屋敷の建物

を移築した。玉の井駅の北西で

1万坪の敷地があった。

大正7年

279寺島小倉別邸

本所・向島にも大名屋敷やその

他広大な邸宅が多くあったが、

洪水を受けるに及んで、そのほ

とんどがいわゆる山手に越して

いった。

大正7年
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280寺島小倉別邸の庭

瀞
轍
垂

1万坪の屋敷はうっそうと樹木

が繁り、築山があり、茶室があ

り池も1000坪に及び、冬になる

と数百羽のかもが群がった。最

も近年まで残っていた屋敷だっ

た。 二

心」
大正7年

281東武線玉ノ井駅

|’
』

駅舎は戦災にあわなかったので

趣きを残していた。高架線にな

る昭和42年まで利用されていた。

昭和32fl

282玉ノ井附近での紙芝居

拍f木・タイコ・ラッパなどで

その辺をひとまわりして、 f供

達を集め、あめ・こんぷ．いか

等々の駄菓r-を売ってから昨I I

の続きを読みはじめる。ただ兇

は後であ‐〉た。
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283旧玉ノ井銘酒屋街
D

L

I

、 ＝‐ ・竺

、
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ー

関東大震災をさかいに、玉ノ井

駅近くに出来だした酒場から、

浅草12階下の私娼街が移って来

て、いわゆる「玉ノ井」を形成

した。永井荷風の「漫東綺謹」

の舞台になる。

燗
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昭和10年頃

284旧玉ノ井銘酒屋街

戦後は特飲街といわれ焼け残っ

た、かつてより北部に移転した

が、 3尺の切土間の小さな窓か

ら、顔をちらっとみせて声をか

けていた。

昭和15年頃

285京成バス寺島営業所 一
一
一
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衝
一
口
『
『
鋤
１
判
惑
却
鋼
密
咽
畢
垂
函
》
■
麺
毒
》
~
一
錘

浅草から玉の井を通る隅田乗合

をII召和7年買収し、玉の井に寺

島営業所を設置した。

ll/"117fl
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286いろは通り（栄通り）
一
一

蒋
祢

卸
~

!■瀞謹

叩５画

いろは通りの荒川寄りからみた

ところで、この当時は京成バス

が通っていて、バス停の標示で

は「栄通り」になっている。右

側が現在の墨田3丁目、左側が

東向島5丁目。
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昭和32年 ﾛ

287隅田町役場
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刑
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明治22年若宮村・善左衛門村・

三才村．隅田村が合併して隅田

村となり、大正12年村から町制

となった。町役場は、南葛飾郡

隅田町大字隅田964番地（現

墨田4－2－163）にあった。

’
一
一

厄 Ｉ
Ｉ
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職鱸昭ﾎ115年

288寄席隅田館
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勺

可
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隅任1町3－519 （現墨田5‐42）

にあった、寄席で、写真のだし

ものは浪花節津田清美丸~--門の

出演のようにみえる。

昭ﾎⅡ5fl
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289隅田の町並み
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昭和10年頃か

290スミダ幼稚園

リヤカー改造の園児送迎車が人

気をよんでいた。

昭和・年不明

291梅若消防署より新四ツ木権

を望む

1I"II32fl
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292隅田の出水

急激な夕立で時ならぬ出水。隅

田町4－189 （現墨田3－37）

附近。

昭和35年夏

293隅田下通り

梅若小学校前の通と思われる。

昭和42年2月

294隅田風景

墨田堤から堤外の隅l-tl川方向を

望んだものといわれているが。

Iﾘl論初fl
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295隅田の農村風景

一

’ １１１

０

隅田村の農村風景を写したもの

の一枚で、特別に撮らせたもの 一

妄
脚
風

であろうか。

’ 明治宋年
岳

’
296隅田川神社（水神）

隅田川総鎮守として水神社また

は浮島神社の旧号がある。治承

4年（1180）源頼朝が、この川

辺を渡るに際し霊験を感じ、社

殿を造営したとも伝える。目通

り3尺7寸のぐみ、 5尺9寸の

さいかち等の珍木もあった。

明治40年頃
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＝

297塁堤から水神を望む

へ望〃
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墨堤の桜の古木越しに、田甫、
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I

298真崎稲荷辺より梅若堀を望

む

対岸の大きな工場は車輌の天野

工場であろうか。 口

筵

大正8年

｢東都名勝図絵｣より
賎 勺

299隅田川神社

隅田川神社は震災・戦災にもあ

わなかったが、白鬚の防災地区

に入ったためこの時より、少し

西南に移転し南向を東向に改め

ている。

昭和6年

300堤通りにあった都営住宅

現在白鬚東地区の防災拠点。再

開発のため高層化して整備中と

いえる。

昭ﾎ1140年頃 萄』亀 缶紀
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301水神八百松

「吾妻屋と称し木母寺の傍に

在りて、普通の料理店を営む。

主人小山松五郎は八百善（山谷）

方の料理人に住み込み……、八

百松と称し、後ち水神の傍に移

転~･…･」（東京名所図絵)。小山

内薫｢大川端｣の舞台にもなった。

明治40年頃

302梅若塚木母寺

木母寺の起源は、梅若丸で知ら

れる梅若塚により、平安中期貞

元元年(976） 、忠円阿闇梨によ

って創建されたと伝える。

この写真は明治に入って排仏穀

釈によって、梅若神社となって

いた頃と思われる。

明治初年

303梅若塚木母寺

ふるくは隅田院梅若寺と号した

が、天正18年（1590）徳川家康

が梅柳山の山号を与え、慶長12

年（1607）近衛信尹が梅の字を

分けて木母寺としたと伝えてぃ

る。

Iりl沿初fl
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~＝可もも

304梅若塚木母寺

明治18年建立された「柳北成島

先生碑」は戦災で失滅してしま

ったが、明治22年の「三遊塚」

は現在も残っている。

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

■

１

Ⅱ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

明治30年頃

305木母寺附近

了埴、

篭

蕊
ー

〆

〆

1

象

綴 舜卑．
I木母寺の裏の梅若堀の方から望

んだものであろうが。現在の木

母寺は、丁度梅若堀の隅田川ロ

川の辺に移転したことになる。

一

〃

小

拶

ふ

一
い
ゞ
舞
奔

～

p ～

－

、

夕ひ

~忍f
了厩
,饗壁』

口

日詞

麟嘩曙 』
１

画

「

一

』
■
が
『毎

』淫大正8年

’…一口｡

306梅若塚木母寺 ･や ＝

LA

梅若塚の前祠で、現在もこの建

物はガラスで覆れた堂に納めら

れている。念仏堂というのであ

ろうか。

1

1
I
L

llr杯l l6fi
－
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307梅若塚木母寺

梅若塚の本祠と前祠がみられ、

前祠の屋根が変っている（前の

写真参照） 。

昭和32年頃

308梅若堀

’木母寺の裏手にあった川で、か

っては木母寺内川とか水神森内

川とか関屋川ともいわれていた。

木母寺をはさんで御前栽畑があ

ったその後、梅若堀といわれた

I工奇.-劃

画

》

《

■

配

ｒ

，

，

■

■

Ｐ

I

が､埋立てられた。

昭和32年頃

309墨堤鐘紡附近

明治13年になって、枕橋から綾

瀬川まで、桜並木がつながるが，

墨田堤の面影を残す貴重な－－枚

L一

軍,‘
少U1藍

6

句 ■

といえる。

kll;初fl 一
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310鐘ヶ渕紡績会社

声弗~君

「明治22年大堤外梅若の北、関

屋川の北岸より綾瀬川の隅田川

に注ぐ東岸迄字古川敷又関屋の

前栽畑等の田畑を残らず埋て、

宏大なる紡績工場を建設」(東京

名所図絵)とみえる。

IﾘI治30年頃

311鐘ヶ渕紡績会社
L一一一

､

宙'~ ミー，

藷'‐
蝿

』

■

■一

｡

●

里

工場内棉花作業風景「男工七百

人女工二千三百人余謹夜間断な

く製造に従事するあり」 （風俗

画報） とみえる。

Iﾘl治末年か

312鐘ヶ渕紡績会社

戦事中、空襲にそなえて事務所

やいろいろな建物に迷彩色をほ

どこしたり、ガラス窓に米印に

I

I

紙テープを占ったりした。

IIHI1126年上I1
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313東武線鐘ヶ渕駅

守

一

Ｑ
Ｏ

明治32年、北千住一久喜間が開

通し、明治35年4月1日に千住

一吾妻橋（業平橋駅）が延長さ

れ、はじめて向島地区にも鉄道

が敷設された。芦原に囲まれた

田園風景。

明治40年頃

314多聞寺

多聞寺はかって大鏡山明王院隅

田寺といい、天徳年間（957）、

羽芝（橋場）の津頭千軒町のほ

とりに創建されたといい、天正

年間（1573）隅田川のほとりか

ら現在地に移り、隅田山多聞寺

となったと伝える。

～

明治40fi｣

315多聞寺山門

江戸期の建物と伝え、享保3年

(1716)の他建物の火災の時も免

がれたものといわれている。屋

根の茅の葺き拝え。

昭禾11 ･年イ《明
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－言引

316隅田村の東武線路上に避難
一

’

明治43年の大洪水で、東武線路

上に仮住い。

明治43年8卜I
~~

317荒川放水路開削のため移転

する鈴木家

麹鼬

明治40．43年の大水により、川

口、赤羽から東京湾に至る川河

開削工事が計画され、44年から

20年の歳月をかけて昭和5年完

成した。建物は現存。

人止初〈|弓
･鈴木徳雄氏提供

318綾瀬川綾瀬橋
E ＝ 一 一

h

Q

■ 可
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』幾塑K息鯉
Ｉ檸

陶
隆

騨画

雷、
ｰ

一一

臺葬雲 畠塞壁

蕊綾瀬川を現在の足IZIえ側から荒

川放水路の〃|句を望んだもので

雪 ’、

蔀

司証
、

魂熟隊

雛緯萱蝿 『
。

蕊認
、

あろう。
竜

竃
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319綾瀬川
芦
呈
で

a

好

ま

かっては利根川・荒川などの本

流が現在の綾瀬川のあたりで合

流しながら隅田川となって東京

湾（現在の）に注いでいたとも

いわれる。堀切駅の方から墨田

区側を望む。

~

小q

＝ ゴ 、

c

c ■■

T

d
O

O q昭和5年頃 L

320中居堀
１
１

Ⅱ
小
豆
■
巳
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己
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巴
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龍,畠. ．． I
一

L 一

ー

０

▼

ｂ

■ a

蒔肘
曳舟川（旧本所上水）の四シ木

辺で分水して、木下川、大畑・

小村井方面の潅概用水としたも

のであろう。昭和37年暗渠化さ

れた。

I、 ~~
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ｉ

▲
巳
甦
’

１

軍 ＝ ニゴ

I

０脚
凸
唾
＆N

｡
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堅参
＝

一一、。ーローーーマー－ ‐

一 や＝．ー守芳一昭和15年頃 一一 ＝

321吾蠕神社

由来は、 I」本武尊東征のおり、

州模から房総に渡るとき、暴風

雨にみまわれ、そのいけにえと

なって海を静めた、弟橘媛の流

れついた迩品を葬って塚とした

といわれている。右手が連理の

くすであり、参道の両側が蓮池

にな-ノていた。

|ﾘlifi30年上蝋
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322吾蠕神社
「

北十間川越しに望む最で、かっ

て江戸名所図絵にも｢連理の楠」

として描かれた楠の枯木がみえ

る。

大正8fl;

｢來祁名勝図絵｣より

323吾蠕神社

’

’
蓮池も埋められ、楠も枯れて、

かっては浮州の森といわれた面

影はない。

昭和初fl

324吾蠕神社

’
昭和8年に盛士をして現在のよ

うに本殿を,噺く~するが、その前

の写真である。 IIjl治22年この地

域の各村が合併して荊滞村とな

るが、 この社から命潟した。

ll/{fⅡ5『’
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JE=Z二厘重弓夏一
325吾嬬神社 P

'''1■■■I 一‐_-------- 号 菖一『

屯
『

嵐

昭和8年、盛土をするので本殿

を改修した時の写真で、奥社の

がっしりとした造りの石殿がよ

<わかる。

昭和8年

326慈光院 １
１

北-|一間川に沿った立花団地の東

隣りにあるが、永正11年（1514）

葛西武胤が、その妻慈光院追福

のため建立したと伝える。

昭和5年

327国道環状線（現明治通り）

昭和2年に建設された道路で、

明治神宮の横を通り、東京駅を

I-|:!心にぐるりと廻って/i,l1川まで 鍵
ウ

い‐ノていた。

魚

9
｡ =一

ll"1 15fl:

｢‘j撒柵l11 1.|悲」より
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328長瀬商会吾蠕町工場（現

花王石けん）

少添
‐
１
１
４
６

1
墨田区には多くの石けん工場が

あり歴史を待っているが、花王

石けんも明治29年新宿から向島

須'崎町に工場を移転し、大正11

年現在地（福神橋）に新工場を

建設した。

大正11年

329吾蠕町役場 P
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b

現在の向島警察署のところにあ

ったもので、大正1年村から町

制になった。
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330小村井梅園（江東梅園）
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香取神社の止l薊鳥鵬からIﾘl猯通

りにかけてこの梅陸|があ‐〉た。

小村井村名制､l l l係ﾒ亡衛|!Ijの経

萬･のもので、岨ノ iの臥逝梅より

も広か-」たと膳える｡
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331十間橋通り

、
４
日
」
■
写
■
で
Ｐ

⑮

十間橋については、いつ架橋さ

れたか定かでない。現在の橋は

昭和13年と思われる。この写真

は「吾嬬町誌」 （昭和5年）に

掲載されているものなので、木

橋があつあと思われる。

昭和5年

里
「

凧ロ
‐

【

『

。ア
Ｐ
ア
Ｐ

建 晨
三 削

ご ，君

332東武鉄道天神駅

亀戸線は明治37年に開通し、電

化は昭和3年4月15日、四ツの

停留場が設置され、同年8月貨

物専用駅として開設されている。

昭和5年

333吾蠕製鋼所

昭和3年に清岡栄之助氏が旧吾

嬬町東4丁目62番地に製銑・製

鋼工場を建設し、翌年小型溶鉱

炉を完成した。この写真は昭和

20年3月9日の大空襲の被害を

受けたものと思われる。

昭和20年4月
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334吾嬬製鋼所
－－

７

中川を利用して鋼材を運搬して

いた。現在工場は移転し、跡地

は都営の団地となっている。

昭和32年

335三輪里稲荷神社

慶長14年（1609）出羽湯殿山の

修験が、倉稲魂命の小社を建立

したのを草創とする。 「こんに

ゃく」の御符を初午の日に授与

するところから、 「こんにゃく

稲荷」と通称される。

0

昭和5年

336吾嬬診療所

’

無料診療施設として、昭和6年

7月に開設された。 ’
llｲ州I6fl
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337治郎兵衛梅園（木下川梅園）
ゴ

木下川村名主村越治郎兵衛の梅

園で、附近の梅園では一番広か

った。現在の荒川放水路にほと

んどがかかってしまった。

明治30年頃

338常磐の笠松（鹿倉吉兵衛氏

庭内）
銅
＝P

-コ

y

ｂ
両
国

蕊
墨東地域には名木が多かったが、

この鹿倉吉兵衛氏庭内の広く拡

がった松は常磐の笠松として知
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傘 ．…些昭和5年

339旧中川。平井橋附近
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乏ご
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口 ユ

邸

一

一

誰汀平井補は明治33年に架設される

が、 ここには、吾妻橋を経て平

井聖天へ通ずる参詣道、更に行

徳へ通じるため大いに用いられ

や

9
1

j山里

へ､ ｰ直一

た。
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340新四シ木橋
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昭和14年に着工した新四シ木橋

は戦時中一時工事が中断され、

26年5月に再開され、27年7月

に完成した。

甦皇一 串
昭和27年

I

、
341新四ッ木橋渡り初め

~ ~~

墨田区、葛飾区から二組づつ親

子三代の夫婦が渡り初めをした。

昭和27年7月30II
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写真を提供してくださ

用をおゆるし願った方用をおゆるし願った方

た方々、 および複写の利~つ

々に、お礼申しあげます。

なお、編集解説は小島惟孝が担当した。
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墨田の今萱一写真カタログー

発行。昭和56年3月31日

発行者。墨田区立緑図書館
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